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III.森林群落および岩角地群落の植物社会学的研究

伊藤 秀三】)･中西 弘樹21･川里 弘孝3)

(1992年10月19El受理)

Stlldiesintlleevergreenbroad-leavedforestof

TateraForestReserve,Tstはhima,Japan.

lIl.PhytosoclOlogy

SyuzoITOWl),HlrOkiNAKANISIl]2)andHirotakaKAWASATO3l

Ah8tTact

PhytosocIOloglCalsLudleSlntheTateraForestReserverevealedthepresenceofseven

foLJowlngCOmmunltLeSmreSpeCtlVehah)tats

(1)DISty】10-QuercetumsalLClnae,Onnattopographyandgentleslopesbelow350rnaJtttude

(2)Sk】mmJO-Quercetumacutae,OnrathersteepslopeslnCloudzoneabove350maltltude (3)

CoppICeforestotQuercusamh7(41EzLOn.ymW a血Jusγar(ゆJeyuscommunlty.onshallowsol)S

aroundexposedthermalmetamorphlCbedr∝kslnthesummltarea (5)Rhododendnnyedoense

var♪oukJzLZne725eCOmmunlty.OnShallowsol)sc)osetotheexposedbedrock (6)HemerDCallLS

JzD血unenszscommunlty,OnCllffshouldersoftheexposedbedr∝k(7)Orostachye(UTTIShlkoklanl.

onLerraCeoftheexposedbedrocklnthesummLtarea

1980年以降,われわれは長崎県対馬厳原町内山の龍長山において,植物生博学的な一連の調

査研究を行ってきた.その結果については,単独の論文として発表したものもあり (伊藤 ･中

西 1987,Jtow1989,1991).またそれらの基#となった資料あるいは未発表の質料による論文

もすでに2つ出した (伊藤ほか 1992:中西 1992).本稿はこの論文シリーズの第 3報に当た

り,絶息LLrの照築樹林と岩角地植物群落の組成について記載するものである.

日 長崎大学教養部生物学教室PIantEcDIogyLaboratory,FacultyofL)bera]Arts,Nagasakl

UnlVerSlty

2)長崎女子短期大学Nagasak】WomenrsJunlOrCoILege
3)長崎県自然保護課DepartmenLoEConservatlOn.NagasaklPrefecture
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t■土地及UIl王方法

調査地は対馬下島のほぼ中央.龍長山の北向き斜面.北捷34'08㌧東経129●13'に位置する.行

政上は長崎県下県郡JE原町内山L:あり,国の天然記念物 (植物)(指定日1923年3月7日),壱岐

対馬国定公園の特別保護地区(一瓢 ま第一便特別地域).国有林の学術参考保許林生物止伝資源

保存林 (辛-捷保存林)に指定されている.指定地の海抜は120mから山頂 (海抜559m)lこわ

たり,照葉樹林の両横は指定地の周辺を含め約100hAにおよぶ.(調査地の詳細は伊藤はか(1992)

を参射せよ.)

植生は海抜350m付近を境にして下方はスダジイーイスノキ林.上Ijiはアカガシ林に被われる

(伊藤 1978.Ztow1991:伊藤･中西 1987).スダジイーイスノキ林には林地面横の77%に相当

する林冠ギi･ツプがあり(Yamanoto1992),そこには陶生植物の繰入が認められる.また山頂

には熱変成岩の小面横の岩場があり,そこにはゲンカイツツジやチョウセンヤマツツジの生育

する岩角地群落がある.ギャップ内の群落は本稿では取りあげず,絹を改めて報告する.

調達方法はZM雌物社会学の方法 (Braun-Blanque11964,Mueller-Dombois&EHentkrg
1876:宮脇 1969:鈴木はか1982)に従った.

従 軸 fr 薄

青■長山の格生は,大別して山地斜面の照葉樹林と山頂部の岩角地群落とがある,次の6群落

を認めた.はかに照葉樹林の中の林冠ギャップ部位にのみ成立するギャップ群落がある.これ

は稲を改めて報告する.

Ⅰ.冊軸 ♯

1)イスノキ-ウラi)ロガシ群集 (表 1.Stand1-18)

D]sty)101Quercetumsal)cinaeNomotoetSuganurna1965

立地 :龍長山においでは,海抜350m以下の緩傾斜地ないし平坦地に発達する.土軌 ま深く,

まれに地表に転石をみる.

岨成 :龍良山におけるアカガシーミヤマシキミ群集に対する鼓別種は,(高木･低木)イスノ

辛,ウラ5/'ロガシ,ヤアニッケイ,ホソバタ7'.タブノキ.カゴノキ.バリバリノキ,タロキ,

タロバイ,オガタマノキ,ヒメリユズリハ,モツコタ,モチノキ.クロガネモチ,イヌマキ.

(棲低木)アl)ドウシ.ミヤマトベラ,コショウノキ,マンー)ヨウ.(つる植物)I:'ナンカズ

ラ.ホウライカズラ,キジョラン,サカキカズラ.キズタ.(草本)キT)シ7エビネ,ホソバカ

ナワラビ,コバノカナワラビである.ヤブツバキ群粥居鞍種のスタジィ.カタレミノ,イヌガ

シは,龍長山の本群集の中では著しく傑占度と常在度が低い.

租良山の低海抜地の照葉樹林は,スタi;イーヤブコウジ群集 (伊藤 1972)とされたのち,ス

ダi}イーホソバカナワラビ群集.イスノキ-ウラジロガシ群集,両群集の中間群落の三者が存在

するとされ(伊藤 1977a,b),さらに林床でのホソバカナワラビの便占の群落はイスノキーウ

ラジロガシ群集のホソバカナワラビ亜群集とされた (伊藤 ･中西 1987).全Eg的な視野に立つ

群落分類体系が整ってきた現在 (宮脇 1982:宮脇 ･奥田 1990),イスノキーウラジロガシ群集
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蓑2 アカガン二次萌芽林

Copp)ceforestofOLerCILS OaLA2

SLandNo.

No.oT5peCie5reCOrded

QuercuSaCuta

Ca5tanOP5i5Cu5PLdata
var.SLet〉oldlt
Quercu55aliclna

Ca)elLlaJapotllca

EuryaJaPOrllCa

DendropanaxtrlElduS
D15tyllu■race■oSu暮I

AuCUbaJaponlca

Nachllu5Japolllca

ActLnodaphnelanclfolla

NeoILt5eaaCIculata

Clnnano】■uDJaponlcu【l

Trachelo5PerhuPaSLatlCun
DryoterlSerythro50ra
OpMopo90r10htLH
SLllaxchLna

EuctlreStaJaponica
St.aunt.onLahexaphylla
Lerbl)aphylluDEnCrOPhyllu■
Styr'axJaponlca
Prunu5Jala5akura
CleyeraJaponlca
u9U5tru巾JapolllCUn
Dryopter15b155etlana
Skid)AlaJaponica
NeolltSeaCerlcea
DullaSIatrurLcata
Goodyeravelutlna
Cyl】bLdju】■90erln911
Betula9rO55a
Hexlntegra
CaHlcarpa■ollIS
ActLnodaphnelong)1011a
Calanthesleboldll
DryopterlSlaeera
AirL51iaeaapiCulata
OpH5dbenu5undulatLfolluS

7カカ､シ

ユタ､シ､イ

ウウシ~ロカ､シ

ーブtt}八､書

ヒサカ+

カタレミノ
イスノ+

TJt
暮ソ八､タフ~

力⊃~ノ+

イヌ力､シ

ナ7､ニッケイ

テイカカIr?

へ~=シタ~ナカ~ntシ~▼ノヒケ~
サAトリイハ~つ

三十マトへ~ラ
ムへ~
マJl:1~タ

1コ~ノキ
ナマサ~クラ
ヤカキ
}ス■三モチ
ナマイタチシタ､ミサマシキミ
シ0タ~t
ノササケ~
シュスワン
シュンラン
ミス~メ
I+/+
▼7~ム?サ書
rrlJn~リノキ
◆エヒl事
クマワラと~
+ッ⊃つ八ク~マ
++.=Y.I
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とするのが最も妥当である.なお対馬の低海抜地には広くスダジイ-ホソバカナワラビ群集が発

達しており (伊藤 1977.伊藤 ･中西 1987),それは龍長山にも断片的に発達している,

構造 :低海抜地では林冠木はスタジィ,イスノキ.ウラジロガシで.その最大樹高は25mを

越し.最大胸高直径は1mに連する (伊藤ほか 1992;Yamamoto1992).同一辞典の中でも.

海抜が上限に近付くにつれて大径木は次第に少なくなり.樹高もやや低くなる.龍艮山の照葉

樹林には林冠木の倒伏による林冠ギャップが散在する (Yamamoto1992).それらはの殆ど総

てはイスノキーウラジロガシ群集域に見られる.(厳密には,ギ1pツプ部位の植物群落は同群集

ではない.)

Sklmm)0-QuercetumacutaeSUE-ToketSumata1964

立地 ●能良山の海抜350mから上方の山地斜面に発達する.斜面の傾斜角度は20度～35度で,

地表にはしばしば基岩が煮出する.海抜350mはこの地方の山地の雲霧帯の下限の海抜にあたり

(伊藤 1972:flow1991:伊藤 ･中西 1987),豊富な着生植物が空中湿度の高さを物語る.

低木)アカガシ,ミヤマシキミ,タンナサワフタギ,ヤブムラサキ､コバノミツバツツジ,カ

ヤ,モミ.(草本)ツシマギポウシ,ヨウラクラン.シュスラン.キッコウハブマ.オクモジハ

ブマ,ヤマイタチシタである.海抜が帯いために落葉樹の混生も特徴の一つである.山頂近く

の本群集の林床は,対馬固有種ツシマギポウシとツシマノダケの自生地である.

構造 :林冠木の樹高は,下限近くでは20mに連するが,上限近くでは6m程度まで低くなる.

胸高直径b上方で小さい (伊藤ほか 1992).林床草本は上方の群落で密度が高くなる.また着

生植物も上方で多い.

3)アカガシ二次林 (黄2)

CoppICeforestoEO〟ercusacELLa

アカガシ林域の下限近くの2か所で二次林を調査した.自然林 (上記)と比較すると,樹高

は低く胸高直径は小さい.

IT.岩角地fF話
龍長山の頂上には基岩の変成岩が露出する個所がある.岩角地群落は粛岩地のItJ辺で土壌の

ごく薄い立地ならびに岩上に発達する.山頂部のアカガシ林と異なり,落葉性の木本,及び好

陽性あるいは耐乾性の草本が多くなる.次の3群落が認められた.

4)コマユミ低木群落EuonylnZtSOkzLLLSVar(ゆJenLSCOmmunlty

好岩地周辺の木本群落である.低木層には落葉木本が多く.草本層には好陽性の草本が多い.

海抜560m.頂上直下,方位N.傾斜35度.

低木暦 高さ12m,植被率80%.

コマユミ(E〟onymusa血Jusvarof･teTTLS)4･4.ナガバノコウヤポウキ (Perlpg血byescens)

2･2.ネズミモチ (Lt'g胎Jy〝mJaPollLCunZ)1･1.ススキ (MLSCOnLhussJnenSZS)1･2,(以

下+)コハウチワカエデ (AcerszeboMLOILLLm),コパノガマズミ (VtbLLmumeras,Lm).コバ

ノトネリコ (FnzxznLLSkzIZLLgJnOSa),マ/レバウツギ (DetLtZtaSCabm),アカシデ (Caゆ nT応
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hzxJjloyum),ヤブツバキ (CamelliaJaponzca),

草本層:高さ05m.楕被率30%.

テイカカズラ(TTlaChelospemumaFZatZCZLm)1･1､ツシマギポウシ(HosLatsushLmenStS)十･

2,ヒメノキシノブ (PkopeltLSOnOeL)+･2,(以下+)マJL,バウツギ (DeutzzascGbTlq).ア

カシデ (C(〃plnuS血rzj7oyum),サル トリイバ ラ (Smlhzxchlna),ヤブコウジ (ArdlSiq

ja♪onzca).ツ シマ マ マ コナ (Me血mpyrum roseum).シギ ン カ ラ マ ツ (ThaLICLrum

acbefollum).チゴユリ (DzsponLm SmZLacznum),イワヒバ (SekzgzneLkzklmaγ芯Clna).コカ

ンスゲ (CaTeXrelnll),

5)チョウセンヤマツツジ群落 Rhododendyonyedoensevar♪oukhancnsecommunity

頂上の諾岩地のすぐ脇で認めた.土軌 ま変成岩の棟片を含む.この他は,チョウセンヤマツ

ツジの対馬における (従ってE]本における)数少ない自生地のひとつである.

海抜560m.頂上直下の岩場,

低木層 .高さ08m,楯被率80%.

チョウセンヤマツツジ (Rhododendyonyedoensevar♪Oukhanense)5･4,ゲンカイツツジ

(RhododendronmuCrOnLLhztumvarcIIwLuln)1･2,コバノトネリコ(FnmnLLSkznugznosG)

1･2,ナガバノコウヤポウキ (Per如 gLZbrescens)112,コマユミ (Euonymusa血Lusvar

aL･IemLS)1･1,ススキ (MtscqnLhussJnenSば)+.
草本層 .高さ03m,櫓被率100%.

ホソバヒカゲスゲ (Carex naneLb)4･4,ハクウンキスゲ (HemerocaLlLS/uzkuunensLS)1I

∴

6)ハタウンキスゲ群落 Hemeroca/lwhoku〟nensLSCOmmunlty

-タウンキスゲは日本では対馬のみに分布し (Hottaeta11985),海岸産地や斜面と山頂部

の自然草原に群落を形成する.海岸に発達したものについてはすでに伊藤はか (1986)によっ

て報告されているが,内陸部に発達したものについては記録されていない.龍長山では山頂部

の土壌の浅い岩地に小規模な群落が認められる.ハクウンキスゲが傑占し,ホソバヒカゲスゲ,

ススキなどからなる草本群落で,夏のハタウンキスゲの花期にはめだった季節相を示す.

調査資料1.海抜560m,LLJ頂部

群落南 07m,植被率 .95%,ハクウンキスゲ (Hemeyocal/LShakuunensLS)3･3,ホソバヒ

カゲスゲ (Chrer nqnelLZ) 2･2.ススキ (Mtscanthussmensis) 2･2,コバノトネ1)コ

(Fw lnuSbnugEnOSa)1･2,テイカカズラ(Trache/ospermwmasw tzLn,m)+･2,(以下+)

コマユミ (Euonym桁 ah7L鮎 VaraPtenLS),ナガバノコウヤポウキ (Per叫 gbbrescenゞ).

調査声料2:海抜560m,LLr頂部

群落高 .07m,楯被率 .98%.ノ､タウンキスゲ(Hemerocal/tshaku〟nenszs)3･3,ホソバヒ

カゲスゲ (CGrCXneneLb)3･3,ススキ (M巧CCnEhzLSSlnenSZS)1･2.ナガバノコウヤポウ

キ (Perlyag血byescens)1･2,コバ/トネリコ (Frw nus血nzqznoso)1･1,テイカカズ

ラ (Truchelosperm〟masltalCum)十.
7)チャポッメレンゲ群集 OrostachyetumshlkoklanJNakamuralnMlyaWakl1982

山頂部に露出する変成岩の岩上の浅い腐植土の堆横のうえに認められた.龍良山のチャポッ
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メL/ンゲ群落は四国から記載されたチャポッメレンゲ群集の乱戒と頼密には一章はしなし}bi,

本群集のtは 倭はチャポッメL/ンゲ 1穫であるから･群策定葺をLL瀞 こ解して本辞典と同定し

た･立地条件は原記載と同じく,岩価の上である･龍長山の摘分は,イワヒ′哨 臆物のイワヒ

バ7カタt=バとペンケイソウ科のチャ･t'ッメレンゲ,ヒメレンゲの出現で特徴づけられる.コ

ケ植物は買主しなかったがスナゴケの被度が高く･同展の蘇類は四EgのチャポッメL/ンゲ群集
でも鎌占している.

海抜560m.山頂部の岩上

群落高01m･楯被率20%･イワヒバ (Sebg'"elb Lomonsczno) 1･2,ツシママンネングサ

(MC血mp- m ∩-〟m)112･カタヒ..･(Sk血か eLb fUChysb2Chp)1･2,(以下 十･2)

チャポッメレンゲ (0710SbcJ耶 SA.kokicn'LS),ヒメレンゲ (SuLLm St.b/./C).ノキシノブ

(PJcope/Lzsthy"be那 "a),シノブ (LhLdlzamop,es"').

A

図 1 純良山LLl頂の群落巨己置

ComJrltJnltydLStrlbutLOnOnardarouJdtheexposedbedr∝katsummttareaoftheTatera
ForestReserve.TsIJShimaJapan
A.コマユミ群落 (EwnymJdabttLSVarqLN･nLSCOmmunity),ら.チ=ウセンヤマツツジ群
港 (RllOdodendro72yedoense var I)O〟k/ulnenSe COmmunLty),C.ハタウンキスゲ群集
(Hemeroca/LLShah〟11enSiscommunity).D.チャポッメレンゲ群集(Orostachyetumshlko
klanl).I.コマユミ (伽 nJn taO血LusvaT(ゆLenLS),2.ナガバノコウヤポウキ (Pe′如
gbbnesceltS),3.マルバウツギ (LkJLLzJOSCQbn).4.コカンスゲ (CoyerTTClnl.).5.ツ
シマギポウシ(HosLaLsushLmenSLS),6.ケンカイツツジ(RhododendronIJLtLCYOn〟h7J〟117VaT

ct/LLltum),7.チョウセンヤマツツジ (JuzododendyonyedoenlSe∀arI)oLLkJLO〝e〃Se).8.ハ
タウンキスゲ(HellはrOCQ/LLS/wklLJLnenSZS),9.イワヒバ(Seh7glneIb LoIM rはCttLO),10.チャ

ポッメレンゲ (OnsLqcILPSJllkokh LLS).ll.カタヒパ (SkAzgine/血Jk2Cわ軸chガ).12.ホソ
バt:カブスゲ (GJrerllQnelb),13.ススキ (MJSCOlt/JJFLSS7〟enSis).
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龍且山の植生の研究は,文部省の科学研究補助金56540394.02640513に支えられた.また

1978年の環境庁特定植物群落調査費,1988-1990年の文化庁 ･長崎県教育委員会による対馬の

天然記念物緊急調査費の一部も使用した.これらの親閲の援助に感謝する.

t r1

1)龍艮山において植物社会学的研究を行った.

2)次の7つの群落を認めた.

(1) イスノキーウラジロガシ群集

(2) アカガシーミヤマシキミ群集

(3) アカガシ二次林

(4) コマユミ群落

(5) チョウセンヤマツツジ群落

(6)ハタウンキスゲ群落

(7) チャポッメレンゲ群集
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図版悦明 (Explanat'onofPlate)

1.チョウセンヤマツツジ群落

(Rhododendronyedoensevar♪oukhonensecommunity)

2.ハクウンキスゲ群落

(HemerocaLLtshaku〟nensLSCOmmumty)

3.チャポッメレンゲ群集

(OrostachyehuTISh)kok)an))




